
政
府
は
２
０
１
９
年
10
月
か
ら

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
の
無
償
化
は
、
内

容
が
複
雑
で
保
護
者
負
担
の
全
て
が
無

料
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
保
育
を
利

用
し
た
い
保
護
者
の
全
て
が
安
心
し
て

預
け
る
こ
と
が
で
き
、
持
続
可
能
な
制

度
に
な
る
よ
う
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
住
民
負
担
の
増
加
に
つ
い
て
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、
無
償
化
に

よ
り
給
食
費
が
新
た
な
負
担
と
な
る
。

特
別
な
手
だ
て
を
講
ず
る
べ
き
。

(2)
自
治
体
負
担
の
増
加
に
つ
い
て
。

国
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
保
育
運
営
費

の
自
治
体
負
担
を
増
額
す
る
と
し
て
い
る
。

①
幕
別
町
の
予
想
さ
れ
る
負
担
額
は
。

②
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
し

っ
か
り
と
国
庫
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

(3)
保
育
施
設
の
確
保
に
つ
い
て
。

①
無
償
化
は
保
育
利
用
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
る
。
現
在
の
保
育
施
設
で
受

け
入
れ
可
能
な
の
か
。
施
設
の
確
保
、

増
築
を
考
え
る
べ
き
。
②
保
育
の
質
の

維
持
に
は
、
保
育
士
の
確
保
も
重
要
。

保
育
士
の
待
遇
改
善
を
。

(1)
①
町
独
自
の
支
援
と
し
て

平
成
28
年
度
か
ら
３
歳
以
上
の
児
童
に

対
し
温
か
い
主
食
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
料
の
一

部
と
し
て
保
護
者
が
負
担
し
て
い
た
副

食
費
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
世
帯
の
全

て
と
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
ひ
と
り
親

世
帯
等
の
一
部
は
引
き
続
き
無
料
と
す

る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

免
除
対
象
の
拡
充
等
の
措
置
を
検
討
し

て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

副
食
費
の
負
担
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

(2)
①
国
で
は
、
平
成
31
年
度
は
無
償
化

に
要
す
る
経
費
は
全
額
国
費
に
よ
る
負

担
と
し
、
32
年
度
以
降
は
現
行
制
度
と

同
じ
、
国
２
分
の
１
、
北
海
道
４
分
の

１
、
本
町
４
分
の
１
の
負
担
割
合
と
し

て
い
る
。
32
年
度
の
本
町
負
担
額
の
試

算
で
は
、
保
育
料
収
入
が
年
間
で
約

６
７
０
０
万
円
減
少
す
る
も
の
の
、
民

間
保
育
所
お
よ
び
へ
き
地
保
育
所
な
ど

に
係
る
国
と
北
海
道
か
ら
の
負
担
分
が

約
４
５
０
０
万
円
に
な
る
と
見
込
ま

れ
、
本
町
の
負
担
分
と
し
て
は
、
約

２
２
０
０
万
円
と
推
計
し
て
い
る
。
こ

の
町
負
担
分
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
地

方
財
政
措
置
が
な
さ
れ
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
も
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
や
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
の

責
任
に
お
い
て
、
必
要
な
地
方
財
源
を

確
保
す
る
よ
う
全
国
町
村
会
を
通
じ
要

請
を
行
っ
て
き
た
。

(3)
①
②
１
月
に
実
施
す
る
「
第
２
期
幕

別
町
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

策
定
に
係
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
中
で
、
無

償
化
の
実
施
を
想
定
し
た
教
育
・
保
育

の
利
用
希
望
の
回
答
を
い
た
だ
く
。
こ

の
調
査
に
よ
る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
将

来
的
な
人
口
推
計
に
基
づ
き
、
本
町
の

保
育
需
要
に
沿
っ
た
保
育
施
設
の
整
備

や
保
育
士
の
確
保
に
努
め
た
い
。

学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推

進
、
学
習
環
境
の
整
備
・
充
実
、

そ
し
て
学
校
図
書
館
を
利
活
用
し
た
授

業
を
可
能
と
す
る
専
任
の
学
校
司
書
の

配
置
を
求
め
る
。

各
学
校
で
は
、
校
内
組
織
や

司
書
教
諭
が
中
心
と
な
り
図
書
の
選
定

や
収
集
、
読
書
活
動
の
指
導
、
図
書
を

使
っ
た
調
べ
学
習
の
支
援
を
は
じ
め
、

町
図
書
館
職
員
の
助
言
や
支
援
に
よ
る

学
校
図
書
館
の
書
架
の
整
理
、
蔵
書
の

配
置
替
え
を
行
う
な
ど
、
学
校
司
書
の

役
割
を
担
い
な
が
ら
、
学
校
全
体
で
児

童
生
徒
の
読
書
意
欲
の
向
上
や
利
用
促

進
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
４
月
に
策

定
し
た
「
第
３
期
幕
別
町
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
」
の
中
で
も
、
「
学

校
図
書
館
運
営
の
手
引
」
の
小
学
校
版

の
更
新
と
中
学
校
版
の
作
成
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
図
書
委
員
会
活
動
の
支

援
と
子
供
の
活
動
状
況
に
合
わ
せ
た
図

書
館
運
営
を
実
施
で
き
る
よ
う
学
校
司

書
の
配
置
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
国
に
対
し
て
は
、
北
海
道
町
村
教

育
委
員
会
連
合
会
等
を
通
じ
、
学
校
司

書
の
配
置
と
併
せ
、
司
書
教
諭
の
専
任

配
置
を
引
き
続
き
要
請
す
る
。

答問
必
要
な
地
方
財
源
を
確
保
す
る
よ
う
全
国
町
村
会

を
通
じ
て
国
に
要
請
し
て
い
る

保
育
料
無
償
化
の
課
題
は

■ 一 般 質 問 ■ 

⓱

問

問
答問
学
校
司
書
の
配
置
と
司
書
教
諭
の
専

任
配
置
な
ど
を
国
に
要
請
し
て
い
る

専
任
の
学
校
司
書
の
配
置
を

教
育
長

町
　
長

荒　　貴賀 議員
（日本共産党
幕別町議員団）


